
よい会社をつくろう。よい経営者になろう。よい経営環境をつくろう。
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須藤 英一郎氏株式会社 創美 代表取締役

生き残りをかける業種別情報交換会 建設業関係

社員との間に生じた溝を埋めたもの

会員企業を一社も潰さない！
緊急アピールがきっかけに
　　　　―――― 福田代表理事に聞く

退会してわかった同友会の真価



今
月
の

表
紙
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３つの目的

よい会社をつくろう

よい経営者になろう

よい経営環境をつくろう

同友会は、ひろく会員の経験と知識を交流して企業の
自主的近代化と強靭な経営体質をつくることをめざし
ます。

同友会は、中小企業家が自主的な努力によって、相互に
資質を高め、知識を吸収し、これからの経営者に要求さ
れる総合的な能力を身につけることをめざします。

同友会は、他の中小企業団体とも提携して、中小企業を
とりまく社会・経済・政治的な環境を改善し、中小企業
の経営を守り安定させ、日本経済の自主的・平和的な繁
栄をめざします。

c o n t e n t s

（有）ソレイユオフィス

木
き

村
むら

 演
のぶ

良
よし

氏

なんばショット倶楽部

夏の呼子大橋佐賀県唐津市

同友会が実施してきた政策要望・提言のうち
一定の成果を得られたもののまとめ

2010年6月現在年月 実現内容

は福岡県として実現項目

2001年３月

2002年４月
2003年３月

2003年６月
2006年４月
2008年11月
2010年１月
2008年４月

2010年４月
2009年11月

2010年２月

「元気フクオカ資金」の創設（麻生知事より、2006年第18回経営者フォーラムにて発言。「同友会
の提案を受けて創設した」）
ペイオフ完全解禁2年延長が実現（但し、2005年4月より完全実施）
地域密着型金融（リレーションシップバンキング）の機能強化にむけて、金融庁はアクションプロ
グラムを策定。（「提供された情報は、将来的には、例えばNPO等の第三者機関が、中小･地域金融
機関が果たしている地域貢献の状況について、利用者の立場から評価する際に活用するようにな
るとも考えられ」と金融アセスメント法の考え方に通じる。）
金融検査マニュアル別冊・中小企業融資編が作成、発表。
保証協会の補償を受ける場合、原則代表者のみの保証とし、第三者保証および担保は請求しない。
金融検査マニュアルの改定（リスケをしても格付けを変えない）
建築確認遅延問題について、申請から確認までの日数70日を35日に短縮
特殊支配同族会社の役員給与の損金不参入措置について、凍結要望を出し、課税最低限度額が
800万円から1600万円に引き上げ
特殊支配同族会社の役員給与の損金不算入については、廃止
県発注の公共工事については、県内企業優先、分離発注の要望を出し、県内公立高校のIT化にむけ
た入札では、大企業除外、県内の地域の企業にしぼった入札条件づけ。
中小企業憲章制定にむけて、中小企業庁に研究会スタート（2010年をめどに制定）

生き残りをかける
業種別情報交換会

21世紀型 企業づくり

社員との間に生じた溝を埋めたもの

物づくり・人づくり・地域づくり
安心を提供する緊急通報システム

シリーズ 中小企業憲章

「中小企業憲章」が閣議決定

7月行事案内

ようこそ同友会へ

第２回理事会報告

3

6

9

10

12

14

15

特
集

福岡

建設業関係

1

DOYU 2



　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
世
界
経

済
が
揺
れ
た
翌
年
の
2
0
0
9
年

新
春
、
福
岡
同
友
会
で
は
緊
急
ア

ピ
ー
ル
を
採
択
し
、
会
員
企
業
を

一
社
も
潰
さ
な
い
と
い
う
決
意
表

明
を
し
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
経
営

相
談
室
を
設
け
、
経
営
に
苦
し
む

会
員
企
業
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
う
し
た
努
力
の
甲
斐
も
な

く
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
る
仲
間
を

見
る
に
つ
け
、「
何
か
手
を
打
た

ね
ば
」
と
正
副
代
表
理
事
会
で
考

え
た
の
が
「
同
業
種
に
よ
る
情
報

交
換
会
」
だ
っ
た
の
で
す
。
さ
っ

そ
く
、
理
事
会
の
承
認
を
得
て
、

福
田
代
表
理
事
、
白
石
副
代
表
理

事
が
中
心
に
な
り
準
備
に
取
り
掛

か
り
ま
し
た
。
折
り
し
も
、
地
球

環
境
問
題
委
員
会
が
業
界
の
注
目

が
高
い
エ
コ
住
宅
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
た
と
こ
ろ
で
、末
竹
委
員
長
、

Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ
の
伊
藤
委
員
長
も
交
え

経
済
産
業
省
の
松
田
課
長
を
経
由

し
て
、
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整

備
局
の
上
森
康
幹
氏
を
訪
ね
ま
し

た
。
今
回
の
企
画
を
上
森
氏
も
快

く
引
き
受
け
て
い
た
だ
き
「
最
近

の
建
築
住
宅
施
策
の
動
向
」
に
つ

い
て
話
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
福
田
代
表
理
事

は
「
国
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
、
30
分
の
報
告
で
あ
っ
た

が
、
先
端
の
情
報
を
得
る
こ
と
は

大
事
。
40
名
も
の
仲
間
を
集
め
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
上
森
氏
の
力

が
大
き
い
。」
と
、
振
り
返
り
今

後
に
繋
が
る
情
報
交
換
会
が
で
き

た
こ
と
に
一
定
の
成
果
を
見
出
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
今
後
の
展
開
に

触
れ
、
一
つ
は
こ
の
情
報
交
換
会

で
国
交
省
と
の
パ
イ
プ
が
で
き
た

こ
と
、
2
ヶ
月
に
1
回
定
期
的
に

こ
の
会
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
、
会

員
同
士
得
意
分
野
を
出
し
合
い
、

お
互
い
に
「
仕
事
を
く
だ
さ
い
」

と
本
音
で
言
え
る
関
係
づ
く
り
を

す
る
こ
と
が
急
務
と
期
待
を
こ
め

ま
し
た
。
さ
ら
に
将
来
は
共
同
受

注
を
す
る
、
あ
る
い
は
仕
事
づ
く

り
を
す
る
展
開
に
期
待
を
寄
せ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
「
お
互

い
の
強
み
を
知
り
合
う
こ
と
が
大

事
。
こ
れ
ま
で
同
友
会
は
異
業
種

の
集
ま
り
に
固
執
し
す
ぎ
た
面
も

あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を

出
し
合
え
ば
、
い
ろ
ん
な
可
能
性

が
で
て
く
る
。
取
り
合
え
ず
1
年

間
の
中
で
可
能
性
を
探
っ
て
い

目 的

展望を語る福田代表理事

業種別情報交換会
No.　　.　　.

の

＊業績回復
　・業界の情報交換・仕事の情報交換

＊「会員間のネットワークの強化経営課題解決」
の実行

＊「企業の社会的責任（CSR）」を果たすための
実行

　2010年度同友会運動方針からの可能性を
考えてみる。

　例）エコ住宅事業への着手や同友エコへの参
画による企業イメージアップの差別化

会
員
企
業
を
一
社
も
潰
さ
な
い
！

緊
急
ア
ピ
ー
ル
が
き
っ
か
け
に

　
　
　
　

―
―
―
― 

福
田
代
表
理
事
に
聞
く

生
き
残
り
を
か
け
る
業
種
別
情
報
交
換
会

　

去
る
4
月
13
日
（
火
）
福
岡
同
友
会
事
務
局
会
議

室
に
て
業
種
別
情
報
交
換
会
（
建
設
業
関
係
）
が
開

催
さ
れ
た
。
こ
の
呼
び
か
け
に
36
社
40
名
の
業
界
関

係
者
が
集
ま
り
関
心
の
高
さ
が
示
さ
れ
た
。
建
築
基

準
法
の
改
正
以
来
、
ど
ん
底
の
状
態
が
続
い
て
い
る

建
築
業
界
に
果
た
し
て
新
し
い
風
は
吹
く
の
か
。
今

回
初
の
業
種
別
情
報
交
換
会
を
振
り
返
り
、
同
業
種

交
流
の
可
能
性
を
検
証
し
て
み
た
。

特
集

生
き
残
り
を
か
け
る
業
種
別
情
報
交
換
会

建
設
業
関
係

3 DOYU



国
の
重
点
施
策
に
焦
点
が

　

報
告
者
と
し
て
、
国
土
交
通
省

　

九
州
地
方
整
備
局　

建
政
部　

住
宅
調
整
官　

上
森
康
幹
氏
を
招

き
「
最
近
の
建
築
住
宅
施
策
の
動

向
」と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
国
も
住
宅
不
況
と
い

う
こ
と
を
問
題
視
し
て
い
る
よ
う

で
し
た
。

　

福
岡
県
の
住
宅
着
工
戸
数
は
、

平
成
20
年
度
は
１
０
０
，
０
０
０

戸
だ
っ
た
の
が
、
７
０
，
０
０
０

戸
ま
で
落
ち
込
ん
で
し
ま
っ
た

デ
ー
タ
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
建
設

業
界
が
不
況
だ
と
い
う
こ
と
は
誰

も
感
じ
て
い
ま
す
が
、
こ
ん
な
に

落
ち
込
ん
で
い
る
事
に
、
参
加
者

は
驚
き
の
声
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

構
造
計
算
書
偽
造
問
題
（
姉
歯

問
題
）
か
ら
確
認
申
請
の
厳
格
化

に
よ
る
着
工
件
数
の
減
少
な
ど
あ

り
ま
し
た
が
、
現
在
の
問
題
は
日

本
経
済
の
不
況
に
よ
る
設
備
投
資

の
減
少
、
消
費
者
の
買
い
控
え
に

よ
る
よ
う
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
現
状
の
中
、
報
告

の
中
で
注
目
さ
れ
た
の
は
、
住
宅

関
係
の
各
種
補
助
金
制
度
に
つ
い

て
で
す
。

　

国
が
示
し
て
い
る
五
つ
の
重
点

的
施
策
が
あ
る
の
で
す
が
、今
回
、

焦
点
を
あ
て
ら
れ
た
の
は
、「
リ

フ
ォ
ー
ム
・
省
エ
ネ
化
の
推
進
」

で
し
た
。

　

こ
れ
は
住
宅
の
省
エ
ネ
化
を
推

進
し
、
C
O
2
排
出
を
抑
制
し
よ

う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
を
推
進
す
る
た
め
「
住
宅

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
が
作
ら
れ

ま
し
た
。
エ
コ
住
宅
の
新
築
、
エ

コ
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
し
て
、
ポ
イ

ン
ト
が
与
え
ら
れ
商
品
や
商
品
券

な
ど
に
交
換
で
き
る
制
度
で
す
。

車
の
エ
コ
補
助
金
の
よ
う
に
、
住

宅
建
築
、
リ
フ
ォ
ー
ム
を
考
え
て

い
る
消
費
者
を
刺
激
す
る
で
し
ょ

う
。
平
成
22
年
12
月
ま
で
に
着
工

と
い
う
こ
と
が
条
件
の
よ
う
で
す

が
、
環
境
問
題
と
絡
ん
で
い
ま
す

の
で
、
こ
の
制
度
は
続
け
て
ほ
し

い
と
こ
ろ
で
す
。

14
事
業
種
36
社
40
名
の
参
加

（
事
業
種
数
に
は
そ
の
他
も
含
む
）

　

同
友
会
は
異
業
種
の
団
体
で
す

が
、
建
設
業
関
係
の
経
営
者
は
多

く
、
今
回
の
情
報
交
換
会
に
も
40

名
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

広
報
情
報
室　

濱は
ま

田だ　

満み
つ

広ひ
ろ

き
た
い
」
と
意
欲
的
に
語
り
ま
し

た
。
今
回
は
建
設
業
を
行
い
ま
し

た
が
そ
の
他
の
業
種
に
つ
い
て
具

体
案
は
あ
る
の
か
聞
い
て
み
ま
し

た
。「
取
り
合
え
ず
建
設
業
で
成

果
を
出
し
た
い
。
そ
の
上
で
印
刷

業
や
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
へ
の
展
開

を
考
え
る
」
と
、
今
回
の
企
画
に

確
か
な
手
応
え
を
感
じ
た
よ
う
で

し
た
。

　

参
加
者
の
話
を
聞
い
て
み
る

と
、
全
員
に
共
通
す
る
悩
み
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
れ
は
建
設
業
界
の
冷
え
込
み

が
ひ
ど
く
、
仕
事
の
確
保
が
む
ず

か
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
い

い
ま
す
。
そ
れ
が
、
仕
事
の
奪
い

合
い
に
よ
る
単
価
の
低
下
を
生

み
、
利
益
率
が
下
が
っ
て
い
る
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

い
う
状
況
か
ら
い
ち
早
く
抜
け
出

さ
な
け
れ
ば
、
企
業
は
体
力
を
使

い
果
た
し
て
し
ま
い
、
や
が
て
、

廃
業
へ
追
い
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

参
加
者
が
こ
の
情
報
交
換
会
に

何
を
期
待
す
る
の
か
と
い
う
と
、

「
い
ろ
い
ろ
な
業
界
の
情
報
を
得

た
い
」　
「
建
設
関
係
な
の
で
仕
事

の
や
り
と
り
を
す
る
」　
「
セ
ミ

ナ
ー
的
な
勉
強
会
を
開
催
す
る
」

な
ど
で
し
た
。

　

参
加
者
は
大
き
な
期
待
を
も
っ

て
い
ま
す
。

　

情
報
交
換
会
は
、
年
６
回
の
開

催
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
情
報
交
換
だ
け
で
は
な

く
、
そ
の
中
か
ら
何
か
を
得
て
持

ち
帰
る
こ
と
が
出
来
る
会
に
な
る

よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

生
き
残
り
を
か
け
る
業
種
別
情
報
交
換
会

業
種
別
情
報
交
換
会
参
加
レ
ポ
ー
ト

業種別情報交換会の様子

生
き
残
り
の
ヒ
ン
ト
を
持
ち
帰
れ
る
会
に
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　この度の案内を拝見して、同友会では今まで無かった
的をついた旬な企画でしたので、大変期待して参加しま
した。
　国土交通省よりの講話で、数字の分析による現状の認
識及び何をして貰えるかという話の中で、当社が欲し
かった情報（九州地区における今後の工事情報等）が聞
けなかったのは大変残念でした。しかし、今後も課題を
持って国の機関（公的機関）からの講話は必須だと感じ
ました。
　私が予想外だったのは、参加者数の多さと皆さんの参
加意識でした。今一番苦戦を強いられている業種で、元気
がないのでは？との心配は杞憂でした。
　少なくとも今回参加された方々は現状を認識した上
で、前向きな取り組み姿勢の方が大半であったと非常に
強く感じました。今後の参加が楽しみです。

（株）九州建産

取締役副社長 道
みち

田
だ

　嘉
か

代
よ

子
こ

（東支部）

ナガタ建設（株）

取締役 淀
よど

川
がわ

　洋
ひろ

子
こ

（筑紫支部）

　建設業界は不況の代表格といわれておりますが、参加
した会員さんの中には元気な方もいて大変勇気をいただ
きました。
　かねてより、今回のような同業種の集まりがないかと
思っていました。「数は力」です。智恵を出し合い、得意技
をコラボさせ、同友会発の「チーム」を結成して、新しい
商品やサービスを作り出せないものでしょうか。
　建設業は特に地域密着です。「地産地消」です。だからこ
そ同友会の存在意義を多くの方に知っていただきたいと
思います。このような会の継続を強く希望いたします。

業種別情報交換会（建設業関係）アンケート集約

事業種分布の割合抱える問題（全体）

その他 30%

建築工事業 20%
建築設計業 10%

土木工事業 7%

建具工事業 7%

民間需要の停滞 29%

同業者間の価格競争激化 21%
経営環境の変化 7%

原料・材料等の高騰 6%

大企業進出による競争激化 6%

官公需の停滞 7%

事業資金借り入れ難 5%

取引先の減少 4%

販売先からの値下げ要請 4%

新規参入の増加 3%

建築確認遅延による影響 2%
仕入れ単価の上昇 2%

金利負担の増加 1% 

税負担の圧迫 1% 従業員不足 1%

熟練技術者の確保難 1%

水道設置工事業 5%

設備設計業 5%

大工工事業 2%
屋根工事業 2%

鋼構造物工事業 2%

ガラス工事業 2%

内装仕上工事業 2%

電気通信工事業 2%
消防施設工事業 2%
清掃施設工事業 2%

（有）システムプラン

代表取締役 森
もり

　良
りょう

一
いち

（西支部）

　他支部はもちろん自分の支部でもその会社の本当の強
み、主なる業務内容が理解されていないことに驚きまし
た。当社は設備専門の設計事務所ですが一級建築事務所
なので一般建築設計と思われていたりしましたし、設備
工事専門でも電気、給排水、空調、消防、プラントなどいろ
んな専門分野があったりします。それを確認することに
より、その会社に合った仕事の紹介等が出来たり、また違
う分野の情報を知ることにより自社の仕事内容を広げる
ことが出来るような気がします。もっともっと回数を増
やしてお互いの業務の繁栄に結びつけたいものです。同
友会はすばらしい会社ばかりです、他社の知恵、技術を身
近な業種で「つないで」いければもっと良い会社になって
行くことでしょう。

声
こ え

参加者の

生き残りをかける業種別情報交換会
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シ
ー
ル
業
界

　
「
わ
が
社
は
シ
ー
ル
の
仕
事
を

し
て
い
ま
す
」
と
切
り
出
し
た
の

は
、
㈱
創
美
の
須
藤
英
一
郎
社
長

で
す
。「
シ
ー
ル
は
糊
の
付
い
た

印
刷
物
で
、
特
殊
印
刷
の
ジ
ャ
ン

ル
に
入
り
ま
す
」。
コ
ン
ビ
ニ
の

お
に
ぎ
り
の
「
○
○
味
」
や
ス
ー

パ
ー
で
の
「
△
△
円
引
き
」
な
ど

の
表
示
、
携
帯
電
話
の
製
品
表
示

な
ど
身
の
回
り
に
は
実
に
多
く
の

シ
ー
ル
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
シ
ー
ル
は
モ
ノ
に
貼
ら
れ
て

初
め
て
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
例

え
ば
黒
い
液
体
が
入
っ
た
ビ
ン
が

あ
り
、
そ
れ
は
醤
油
な
の
か
飲
料

水
な
の
か
、
は
た
ま
た
薬
品
な
の

か
情
報
を
提
供
す
る
の
が
シ
ー
ル

の
役
割
で
す
。
安
心
・
安
全
の
重

要
な
担
い
手
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
ま
た
最
近
で
は
個
人
情
報
管

理
に
基
づ
き
、
目
隠
し
シ
ー
ル
や

き
れ
い
に
剥
が
れ
る
シ
ー
ル
、
2

退
会
し
て
わ
か
っ
た
同
友
会
の
真
価

株式会社 創美
代表取締役

須
す

藤
どう

 英
えい

一
いち

郎
ろう

氏
福博支部

度
と
付
か
な
い
シ
ー
ル
な
ど
機
能

性
を
持
ち
合
わ
せ
た
も
の
も
あ
り

ま
す
。

経
営
危
機
に
直
面

　

昭
和
48
年
須
藤
さ
ん
の
父
親

務つ
と
む

氏
が
創
美
を
創
業
。粘
着
シ
ー

ル
の
仕
事
を
請
け
負
っ
て
い
ま
し

た
。
イ
チ
ゴ
や
ブ
ド
ウ
の
パ
ッ
ク

出
荷
に
使
わ
れ
る
糊
の
付
い
た
透

明
フ
ィ
ル
ム
は
、
そ
の
当
時
全
国

■取材　広報情報室
　文章　菅

すが

原
わら

　弘
ひろし

　写真　舩
ふな

木
き

　治
おさむ

　

2
度
に
わ
た
り
世
界
ラ
ベ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
今
や
業
界
で
高
く
評
価
を
受
け
る

㈱
創
美
。
同
友
会
の
学
び
を
生
か
し
順
調
に
業
績
を
伸
ば
し
て
い
た
時
期
に
、
実
は
社
内
で
溝
が
生
ま

れ
て
い
た
の
で
し
た
。

21
世
紀
型

自
立
型
企
業
づ
く
り

社
員
と
の
間
に
生
じ
た

溝
を
埋
め
た
も
の

シ
ェ
ア
の
6
割
を
占
め
て
い
た
と

い
い
ま
す
。
一
方
、
須
藤
さ
ん
は

大
学
を
卒
業
し
て
、
ガ
ス
会
社
に

就
職
し
ま
し
た
が
、
多
忙
を
極
め

る
実
家
か
ら
「
帰
っ
て
手
伝
っ
て

く
れ
」
と
の
要
請
で
、
2
年
間
東

京
の
粘
着
紙
メ
ー
カ
ー
で
『
修

行
』
の
後
、
同
社
に
入
社
し
ま
し

株式会社創美
創業／1973年11月
資本金／1，000万円
年商／2億円
従業員／社員8名、パート3名
住所／大野城市御笠川4-2-10

corporate data
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た
。
入
社
当
時
は
業
績
も
順
調
に

伸
び
て
お
り
、
営
業
活
動
し
な
く

て
も
仕
事
は
切
れ
間
な
く
あ
り
ま

し
た
。

　

こ
こ
で
事
件
が
起
こ
り
ま
す
。

創
美
の
親
会
社
が
倒
産
し
大
手
製

紙
会
社
に
吸
収
さ
れ
、
ド
ル
箱
の

果
実
用
フ
ィ
ル
ム
の
商
圏
も
失
い

ま
し
た
。
さ
ら
に
親
会
社
の
工
場

建
設
資
金
に
貸
し
て
い
た
お
金
も

口
約
束
の
た
め
相
当
額
が
返
っ
て

こ
な
い
状
態
と
な
り
ま
し
た
。
須

藤
さ
ん
自
身
は
人
件
費
減
ら
し
と

将
来
が
見
え
な
い
た
め
退
職
し
、

北
九
州
の
不
動
産
会
社
に
転
職
し

ま
す
。
や
が
て
務
さ
ん
は
体
調
を

崩
し
、
2
年
後
に
今
度
は
経
営
者

と
い
う
立
場
で
再
入
社
。
平
成
9

年
の
こ
と
で
す
。「
見
る
見
る
資

産
が
減
っ
て
い
く
中
、
い
つ
畳
も

う
か
と
い
う
こ
と
ば
か
り
を
考
え

て
い
ま
し
た
」と
振
り
返
り
ま
す
。

社
長
交
代
で
社
員
も
つ
ぎ
つ
ぎ
と

辞
め
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
ま

だ
取
引
を
要
望
し
て
く
れ
る
お
客

様
が
い
た
の
で
、
で
き
る
と
こ
ろ

ま
で
続
け
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。

同
友
会
の
学
び
の
実
践

　
「
経
営
の
『
け
』
の
字
も
わ
か

ら
ず
に
い
ま
し
た
」
と
い
う
須
藤

さ
ん
は
、
不
動
産
会
社
時
代
の
社

長
の
勧
め
で
同
友
会
に
入
会
し
勉

強
し
ま
す
。
ま
ず
取
り
組
ん
だ
の

は
『
ラ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
戦
略
』
で

し
た
。「
今
ま
で
戦
略
な
ど
考
え

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」。

い
ろ
ん
な
仕
事
に
手
を
広
げ
る
こ

と
な
く
、『
シ
ー
ル
』
に
集
中
し

ま
し
た
。
そ
し
て
『
学
び
方
を
学

ぶ
』
を
実
践
し
て
い
き
ま
し
た
。

同
友
会
で
は
す
ぐ
に
『
役
』
を
引

き
受
け
て
様
々
な
経
営
者
と
の
出

会
い
を
重
ね
ま
す
。「
会
員
さ
ん

か
ら
仕
事
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
日
々
の
経
営
課
題

を
『
本
音
』
で
話
せ
る
仲
間
が
で

き
た
こ
と
が
と
て
も
大
き
か
っ
た

で
す
」と
須
藤
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

ま
さ
に
同
友
会
活
動
を
自
社
で
活

か
し
た
例
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

社
内
で
コ
ス
ト
削
減
を
図
る
一

方
で
、
顧
客
の
新
規
開
拓
を
進
め

て
い
き
ま
し
た
。
や
が
て
銀
行
か

ら
の
融
資
も
取
り
付
け
累
積
赤
字

も
ク
リ
ア
し
て
ゆ
き
、
3
年
目
に

は
「
と
ん
と
ん
に
ま
で
漕
ぎ
着
け

た
」
と
言
い
ま
す
。
会
社
は
黒
字

基
調
と
な
り
、
順
調
に
な
っ
て
き

た
と
見
え
て
い
ま
し
た
。

社
員
と
の
間
に
溝
が
…

　

ど
ん
底
を
知
る
須
藤
さ
ん
は
常

に
危
機
感
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

世
間
で
は
プ
リ
ン
タ
ー
の
普
及
で

印
刷
物
の
需
要
は
減
少
し
、
シ
ー

ル
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
須
藤
さ
ん
は
売
上
の

柱
を
作
る
べ
く
、
新
商
品
開
発
に

乗
り
出
し
ま
し
た
。
手
軽
に
自
分

で
ラ
ベ
ル
印
刷
で
き
る
ソ
フ
ト
の

開
発
で
し
た
。
結
果
的
に
は
費
用

対
効
果
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
。「
経

営
者
と
し
て
『
良
か
れ
』
と
思
っ

て
や
っ
た
こ
と
で
す
が
、『
柱
』

に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
ね
」。

　

日
ご
ろ
か
ら
社
内
で
は
「
経
費

削
減
」
を
い
う
社
長
が
、
独
断
で

費
用
を
使
い
、
し
か
も
成
果
に
繋

が
ら
な
か
っ
た
。
い
つ
し
か
社
員

と
の
間
に
微
妙
な
『
温
度
差
』
が

生
じ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
追
い

討
ち
を
掛
け
た
の
が
、
実
は
同
友

会
活
動
で
し
た
。
業
績
の
回
復
が

で
き
た
の
は
同
友
会
の
お
か
げ
と

自
負
す
る
須
藤
さ
ん
は
、
会
の
中

で
様
々
な
『
役
』
を
引
き
受
け
て

い
ま
し
た
。「
多
い
と
き
は
、
副

支
部
長
・
広
報
・
異
業
種
交
流
な

ど
週
に
5
〜
6
日
出
て
い
ま
し
た

ね
」。
夕
方
、
会
社
で
出
荷
が
忙

し
く
な
る
の
を
横
目
に
「
じ
ゃ
、

行
っ
て
く
る
ね
」
と
出
か
け
る
の

で
し
た
。
社
員
は
不
信
感
を
抱
く

よ
う
に
な
り
、
須
藤
さ
ん
自
身
も

『
溝
』
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。「
社

長
の
私
で
す
ら
、
会
社
に
行
く
の

が
楽
し
く
な
い
と
感
じ
た
日
々
で

し
た
」
と
語
り
ま
す
。

一
大
決
心

　

そ
こ
で
須
藤
さ
ん
は
一
大
決
心

を
図
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
会
社
に

21
世
紀
型

自
立
型
企
業
づ
く
り
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自
分
自
身
が
好
き
で
始
め
た
仕
事

で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
経
営
者

が
し
っ
か
り
し
た
考
え
、
つ
ま
り

「
何
の
た
め
に
わ
が
社
は
仕
事
を

す
る
の
か
」
を
社
員
に
示
さ
な
い

と
彼
ら
は
つ
い
て
こ
な
い
。
改
め

て
自
社
の
存
在
意
義
を
追
求
し
た

須
藤
さ
ん
が
辿
り
着
い
た
理
念
は

「
お
客
様
の
『
売
れ
る
お
手
伝
い
』

を
し
ま
す
」
で
し
た
。
自
社
の
役

割
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
よ
り
具
体

性
を
持
ち
合
わ
せ
、
溝
は
埋
ま
っ

て
い
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
社
員
は

「
仕
事
を
通
じ
て
自
己
成
長
を
目

指
す
」
と
し
技
術
の
研
鑽
を
深
め

る
と
と
も
に
、先
の
反
省
か
ら「
調

和
と
革
新
の
あ
る
企
業
」
と
い
う

文
言
も
追
加
し
て
い
ま
す
。
理
念

は
経
営
ツ
リ
ー
と
い
う
形
で
経
営

指
針
書
に
明
記
さ
れ
社
内
に
浸
透

し
て
い
き
ま
し
た
。「
経
営
指
針

書
を
成
文
化
し
た
こ
と
で
、
会
社

を
次
世
代
に
繋
ぐ
の
が
私
の
役
目

と
考
え
て
い
ま
す
」
と
須
藤
さ
ん

は
い
い
ま
す
。

社
員
の
モ
ラ
ル
の
向
上

　

理
念
の
浸
透
は
、
具
体
的
に

社
員
の
行
動
に
も
現
わ
れ
き
ま
し

た
。
シ
ー
ル
は
機
械
が
あ
れ
ば
で

き
る
仕
事
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
よ
り
精
度
を
あ
げ
る
た
め
に

妥
協
し
な
く
な
っ
た
と
い
い
ま

す
。
和
紙
な
ど
凹
凸
の
あ
る
面
に

ズ
レ
や
ツ
ブ
レ
の
無
い
様
に
グ
ラ

デ
ー
シ
ョ
ン
を
施
す
技
術
は
、
機

械
を
扱
う
職
人
の
熟
練
さ
が
要
求

さ
れ
見
事
に
こ
な
し
て
い
ま
す
。

同
社
で
は
客
観
的
な
評
価
や
社
員

の
モ
ラ
ル
の
向
上
を
目
指
し
て
コ

ン
テ
ス
ト
へ
出
展
し
、
2
0
0
5

年
と
2
0
0
8
年
に
は
世
界
ラ
ベ

ル
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀
賞
受
賞
、

同
年
国
内
シ
ー
ル
ラ
ベ
ル
コ
ン
テ

ス
ト
協
賛
会
会
長
賞
に
輝
き
ま
し

た
。

　
「
お
客
様
の
『
売
れ
る
お
手
伝

い
』」
と
い
う
理
念
か
ら
す
る
と
、

商
品
コ
ン
セ
プ
ト
づ
く
り
、
デ
ザ

イ
ナ
ー
と
の
関
わ
り
、
ブ
ラ
ン
ド

づ
く
り
か
ら
立
会
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。「
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

的
な
立
場
で
仕
事
し
た
い
で
す

ね
」。

同
友
会
復
帰

　

そ
し
て
５
年
前
須
藤
さ
ん
は
同

友
会
に
復
帰
し
ま
し
た
。「
会
社

は
よ
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
し

か
し
何
か
世
界
が
狭
く
な
っ
た
よ

う
な
気
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
次

の
手
を
考
え
る
と
き
本
音
で
相
談

で
き
る
人
が
い
な
い
こ
と
に
気
づ

き
ま
し
た
」。
そ
こ
で
出
か
け
る

こ
と
を
最
小
限
に
す
る
と
い
う
条

件
で
同
友
会
に
カ
ム
バ
ッ
ク
し
ま

し
た
。「
な
ぜ
か
今
、
支
部
長
し

て
い
ま
す
が
」
と
笑
い
な
が
ら
話

し
ま
す
。
こ
れ
も
同
友
会
ら
し
い

一
面
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

自
立
型
企
業
と
は

　

取
材
の
最
後
に
須
藤
さ
ん
の
考

え
る
『
自
立
型
企
業
』
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
し
た
。「
ま
ず
下
請

け
で
は
な
い
こ
と
で
す
ね
。
ウ
チ

に
と
っ
て
は
、
お
客
様
の
意
向
を

汲
み
取
っ
て
よ
り
よ
い
提
案
が
で

き
『
売
れ
る
お
手
伝
い
』
が
で
き

る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
『
さ
す
が

創
美
さ
ん
で
す
ね
』
と
い
わ
れ
る

よ
う
な
、
お
客
様
に
と
っ
て
唯
一

無
二
の
存
在
に
な
り
た
い
で
す

ね
」。

　

取
材
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

2005年と2007年に受賞した
世界ラベルコンテスト最優秀賞の楯

第17回世界ラベルコンテスト最優秀賞（上）と
第19回最優秀賞（左）受賞作品

専
念
す
る
こ
と
」
で
し
た
。
ま
ず

同
友
会
を
退
会
し
ま
し
た
。
次
に

社
員
と
の
風
通
し
を
よ
く
す
る
こ

と
、
つ
ま
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
重
視
し
ま
し
た
。
幹
部
に
対

し
て
自
分
の
考
え
を
伝
え
て
い
く

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
定
期
的
に
実
施

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
痛
感
し
た
の

は
「
理
念
の
大
切
さ
」
で
し
た
。

DOYU 8
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武
藤
ビ
ル
５
F

      　

 

T
E
L 

0
9
２（
７
１
１
）７
７
９
５

　
　
　

 

F
A
X 

0
9
２（
７
１
１
）7
２
５
８

■
取
材
・
撮
影
…
広
報
情
報
室　

舩ふ
な

木き　

治
お
さ
む

■
一
部
写
真
提
供
…
福
岡
安
全
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社

　

し
か
し
、安
心
・
安
全
な
生
活
を
す
る

た
め
に
は
、緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で

は
な
く
、身
体
機
能
や
運
動
能
力
の
向
上

が
大
切
で
す
。

　

５
年
前
内
山
氏
は
、ジ
ョ
ギ
ン
グ
仲
間

の
福
岡
大
学
運
動
生
理
学
研
究
所
の
田

中
宏
暁
教
授
か
ら
産
官
学
連
携
の
イ
ベ
ン

ト
に
誘
い
を
受
け
て
、田
中
教
授
が
ニ
コ

ニ
コ
ペ
ー
ス
の
運
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

ニ
コ
ニ
コ
ペ
ー
ス
の
運
動
と
は
、「
速
筋
」

を
使
わ
ず
、「
遅
筋
」だ
け
を
使
う
運
動
で

す
。「
速
筋
」は
素
早
く
体
を
動
か
す
と
き

に
使
わ
れ
ま
す
が
、持
久
力
が
な
く
、使
う

と
す
ぐ
疲
れ
て
し
ま
い
ま
す
。一
方
の
「
遅

筋
」は
持
久
力
に
優
れ
、疲
れ
に
く
い
筋
肉

で
す
。ニ
コ
ニ
コ
ペ
ー
ス
の
運
動
に
は
、ス

ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
と
室
内
で
も
で
き
る
ス

ロ
ー
ス
テ
ッ
プ
運
動
が
あ
り
ま
す
。

　

ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
、ゆ
っ
く
り
走
る

こ
と
に
よ
っ
て
、「
遅
筋
」だ
け
を
使
い
ま

す
。歩
く
速
さ
な
ら
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
も

よ
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、ス
ロ
ー
ジ
ョ

ギ
ン
グ
の
消
費
カ
ロ
リ
ー
は
、ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
な
ん
と
１・６
倍
！
だ
か
ら
、ダ
イ

エ
ッ
ト
に
抜
群
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。ま

た
、続
け
る
う
ち
に
、よ
り
長
く
早
く
走
れ

る
体
に
変
わ
れ
る
と
い
う
効
果
も
あ
り
ま

す
。ま
た
、ジ
ョ
ギ
ン
グ
に
は
、ボ
ケ
予
防

に
よ
い
と
い
う
驚
き
の
事
実
も
、最
近
の

研
究
で
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ダ
イ
エ
ッ
ト
、メ
タ
ボ
改
善
、ボ
ケ
予
防

の
３
大
効
果
の
あ
る
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ

で
す
が
、「
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ん
て
外
に
出
る

の
が
お
っ
く
う
」「
雨
の
日
は
走
り
た
く
な

い
」「
寒
い
か
ら
家
に
い
た
い
」と
い
う
人
に

お
す
す
め
な
の
が
、家
の
中
で
も
、簡
単
に

で
き
る
「
ス
ロ
ー
ス
テ
ッ
プ
運
動
」で
す
。

方
法
は
20
㎝
の
高
さ
の
台
を
、ゆ
っ
く
り

昇
り
降
り
す
る
だ
け
。「
ス
ロ
ー
」ペ
ー
ス

な
の
で
、ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
と
同
様
に
、

持
久
力
の
あ
る
「
遅
筋
」を
主
に
使
う
た

め
疲
れ
ず
ラ
ク
に
続
け
ら
れ
る
の
で
す
。

消
費
カ
ロ
リ
ー
は
１
分
間
に
80
回
の
テ
ン

ポ
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
１・４
倍
。１
分
間

に
１
０
０
回
な
ら
１・６
倍
で
す
か
ら
、ス

ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
に
負
け
な
い
メ
タ
ボ
改

善
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

ス
ロ
ー
ス
テ
ッ
プ
運
動
に
よ
り
、ス
タ
ミ

ナ
は
も
ち
ろ
ん
、脚
力
、バ
ラ
ン
ス
能
力
が

向
上
し
、安
全
な
生
活
を
送
れ
る
身
体
機

能
と
運
動
能
力
が
身
に
つ
き
、さ
ら
に
、運

動
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、「
介
護
予

防
」「
健
康
増
進
」「
痴
呆
予
防
」「
疾
病
予

防
」な
ど
の
効
果
が
あ
り
、医
療
費
の
大
幅

な
削
減
が
で
き
そ
う
で
す
。

福
岡
安
全
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社

内う
ち
や
ま山　

守も
り

太た

氏
中
央
支
部

http://w
w
w
.f-anzen.com

/

安
心
・
安
全
な
生
活
の

基
盤
と
し
て
の
健
康
づ
く
り

物づくり、人づくり、地域づくり 1

代
表
取
締
役
社
長

安心を提供する緊急通報システム

　

内
山 

守
太
氏
の
福
岡
安
全
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
や
障
害
を
持
つ
方
々

に
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
と
き
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
、
24
時
間
体
制
で
待
機
す
る
看
護

師
を
は
じ
め
経
験
豊
富
な
ス
タ
ッ
フ
が
、
家
族
に
代
わ
っ
て
素
早
く
的
確
に
対

応
す
る
健
康
・
福
祉
型
緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス
を
福
岡
県
・
佐
賀
県
・
長
崎
県
・

大
分
県
の
４
県
で
、
展
開
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス

で
す
が
、
日
頃
か
ら
、
緊
急
状
態
に
し
な
い
こ
と
が
「
命
を
護
る
」
基
本
で
あ

る
と
考
え
、
日
頃
か
ら
「
健
康
や
精
神
的
に
気
に
な
る
こ
と
」
の
ご
相
談
を
お

受
け
し
て
、
緊
急
状
態
を
未
然
に
防
ぎ
、
安
心
・
安
全
と
健
や
か
な
生
活
の
サ

ポ
ー
ト
を
さ
れ
て
い
ま
す
。 

E
-m
ail:fukuoka@

f-anzen.com

健康運動指導士　平尾 紀子氏
今年の東京マラソン 10位（日本人５位）
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中
小
企
業
憲
章

シ
リ
ー
ズ

「
中
小
企
業
憲
章
」が
閣
議
決
定

平
成
22
年
6 

月
18 

日　

閣
議
決
定

「
中
小
企
業
憲
章
」
を
別
紙
の
と
お

り
定
め
る
。

中
小
企
業
憲
章

　　

中
小
企
業
は
、
経
済
を
牽
引
す
る

力
で
あ
り
、
社
会
の
主
役
で
あ
る
。

常
に
時
代
の
先
駆
け
と
し
て
積
極
果

敢
に
挑
戦
を
続
け
、
多
く
の
難
局
に

遭
っ
て
も
、
こ
れ
を
乗
り
越
え
て
き

た
。
戦
後
復
興
期
に
は
、
生
活
必
需

品
へ
の
旺
盛
な
内
需
を
捉
え
る
と
と

  

6
月
18
日
、
政
府
は
「
中
小
企
業
憲
章
」
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
私
た
ち
中
小
企
業
家
同
友
会
が
7
年
前
か

ら
取
り
組
ん
で
き
た
中
小
企
業
憲
章
が
、
閣
議
決
定
ま
で
到
達
し
た
こ
と
を
中
小
企
業
憲
章
制
定
運
動
の
成
果
と

し
て
率
直
に
喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
。
2
0
0
0
年
の
E
U
（
欧
州
連
合
）
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
小
企
業
憲
章
制
定

か
ら
10
年
後
に
、
閣
議
決
定
と
い
う
形
で
、「
中
小
企
業
憲
章
」
が
日
本
政
府
の
方
針
と
な
っ
た
こ
と
は
誠
に
意

義
深
い
も
の
が
あ
る
と
考
え
、
こ
こ
に
そ
の
全
文
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
成
果
を
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
さ

ら
に
「
中
小
企
業
憲
章
」
を
中
小
企
業
全
体
、
国
民
全
体
に
広
げ
、
日
本
に
根
づ
か
せ
る
こ
と
に
力
を
注
ぎ
、「
中

小
企
業
憲
章
」
を
法
律
や
政
策
の
整
備
・
具
体
化
に
活
か
し
て
い
く
仕
組
み
づ
く
り
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
な
課

題
と
考
え
ま
す
。

も
に
、
輸
出
で
新
市
場
を
開
拓
し
た
。

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
時
に
は
、
省
エ
ネ

を
進
め
、
国
全
体
の
石
油
依
存
度
低

下
に
も
寄
与
し
た
。
急
激
な
円
高
に

翻
弄
さ
れ
て
も
、
産
地
で
連
携
し
て

新
分
野
に
挑
み
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
も

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
な
ど
で
活

路
を
見
出
し
た
。

　

我
が
国
は
、
現
在
、
世
界
的
な
不

況
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
制
約
、
少

子
高
齢
化
な
ど
に
よ
る
停
滞
に
直
面

し
て
い
る
。
中
小
企
業
が
そ
の
力
と

才
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
、
疲
弊
す

中
小
企
業
憲
章

る
地
方
経
済
を
活
気
づ
け
、
同
時
に

ア
ジ
ア
な
ど
の
新
興
国
の
成
長
を
も

取
り
込
み
日
本
の
新
し
い
未
来
を
切

り
拓
く
上
で
不
可
欠
で
あ
る
。

　

政
府
が
中
核
と
な
り
、
国
の
総
力

を
挙
げ
て
、
中
小
企
業
の
持
つ
個
性

や
可
能
性
を
存
分
に
伸
ば
し
、
自
立

す
る
中
小
企
業
を
励
ま
し
、
困
っ
て

い
る
中
小
企
業
を
支
え
、
そ
し
て
、

ど
ん
な
問
題
も
中
小
企
業
の
立
場
で

考
え
て
い
く
。
こ
れ
に
よ
り
、
中
小

企
業
が
光
り
輝
き
、
も
っ
て
、
安
定

的
で
活
力
あ
る
経
済
と
豊
か
な
国
民

生
活
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
こ
こ
に

中
小
企
業
憲
章
を
定
め
る
。

１
．
基
本
理
念

　

中
小
企
業
は
、
経
済
や
く
ら
し
を

支
え
、
牽
引
す
る
。
創
意
工
夫
を
凝

ら
し
、
技
術
を
磨
き
、
雇
用
の
大
部

分
を
支
え
、
く
ら
し
に
潤
い
を
与
え

る
。
意
思
決
定
の
素
早
さ
や
行
動
力
、

個
性
豊
か
な
得
意
分
野
や
多
種
多
様

な
可
能
性
を
持
つ
。
経
営
者
は
、
企

業
家
精
神
に
溢
れ
、
自
ら
の
才
覚
で

事
業
を
営
み
な
が
ら
、
家
族
の
み
な

ら
ず
従
業
員
を
守
る
責
任
を
果
た

す
。
中
小
企
業
は
、
経
営
者
と
従
業

員
が
一
体
感
を
発
揮
し
、
一
人
ひ
と

り
の
努
力
が
目
に
見
え
る
形
で
成
果

に
結
び
つ
き
易
い
場
で
あ
る
。

　

中
小
企
業
は
、
社
会
の
主
役
と
し

て
地
域
社
会
と
住
民
生
活
に
貢
献

し
、
伝
統
技
能
や
文
化
の
継
承
に
重

要
な
機
能
を
果
た
す
。
小
規
模
企
業

の
多
く
は
家
族
経
営
形
態
を
採
り
、

地
域
社
会
の
安
定
を
も
た
ら
す
。

　

こ
の
よ
う
に
中
小
企
業
は
、
国
家

の
財
産
と
も
い
う
べ
き
存
在
で
あ

る
。
一
方
で
、
中
小
企
業
の
多
く
は
、

資
金
や
人
材
な
ど
に
制
約
が
あ
る
た

め
、
外
か
ら
の
変
化
に
弱
く
、
不
公

平
な
取
引
を
強
い
ら
れ
る
な
ど
数
多

く
の
困
難
に
晒
さ
れ
て
き
た
。
こ
の

中
で
、
大
企
業
に
重
き
を
置
く
風
潮

や
価
値
観
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。
し

か
し
、
金
融
分
野
に
端
を
発
す
る
国

際
的
な
市
場
経
済
の
混
乱
は
、
却
っ

て
大
企
業
の
弱
さ
を
露
わ
に
し
、
世

界
的
に
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
中
小
企

業
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
国

内
で
は
、
少
子
高
齢
化
、
経
済
社
会

の
停
滞
な
ど
に
よ
り
、
将
来
へ
の
不

安
が
増
し
て
い
る
。
不
安
解
消
の
鍵

と
な
る
医
療
、
福
祉
、
情
報
通
信
技

術
、
地
球
温
暖
化
問
題
を
始
め
と
す

る
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
は
、
市

場
の
成
長
が
期
待
で
き
る
分
野
で
も

あ
る
。
中
小
企
業
の
力
が
こ
れ
ら
の

分
野
で
発
揮
さ
れ
、
豊
か
な
経
済
、

安
心
で
き
る
社
会
、
そ
し
て
人
々
の

活
力
を
も
た
ら
し
、
日
本
が
世
界
に

先
駆
け
て
未
来
を
切
り
拓
く
モ
デ
ル

を
示
す
。

　

難
局
の
克
服
へ
の
展
開
が
求
め
ら

れ
る
こ
の
よ
う
な
時
代
に
こ
そ
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
意
欲
を
持
っ
て
努
力

と
創
意
工
夫
を
重
ね
る
こ
と
に
高
い

価
値
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

中
小
企
業
は
、
そ
の
大
い
な
る
担
い

手
で
あ
る
。

２
．
基
本
原
則

　

中
小
企
業
政
策
に
取
り
組
む
に
当

た
っ
て
は
、
基
本
理
念
を
踏
ま
え
、

以
下
の
原
則
に
依
る
。

一
．
経
済
活
力
の
源
泉
で
あ
る
中
小

企
業
が
、
そ
の
力
を
思
う
存
分
に
発

揮
で
き
る
よ
う
支
援
す
る

　

資
金
、
人
材
、
海
外
展
開
力
な
ど

の
経
営
資
源
の
確
保
を
支
援
し
、
中

小
企
業
の
持
て
る
力
の
発
揮
を
促

す
。
そ
の
際
、
経
営
資
源
の
確
保
が

特
に
困
難
で
あ
る
こ
と
の
多
い
小
規

模
企
業
に
配
意
す
る
。
中
小
企
業
組

全
文

７
年
間
の
憲
章
運
動
の
成
果

７
年
間
の
憲
章
運
動
の
成
果
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合
、
業
種
間
連
携
な
ど
の
取
組
を
支

援
し
、
力
の
発
揮
を
増
幅
す
る
。

二
．
起
業
を
増
や
す

　

起
業
は
、
人
々
が
潜
在
力
と
意
欲

を
、
組
織
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
発
揮

す
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
雇
用
を
増

や
す
。
起
業
促
進
策
を
抜
本
的
に
充

実
し
、
日
本
経
済
を
一
段
と
活
性
化

す
る
。

三
．
創
意
工
夫
で
、
新
し
い
市
場
を

切
り
拓
く
中
小
企
業
の
挑
戦
を
促
す

　

中
小
企
業
の
持
つ
多
様
な
力
を
発

揮
し
、
創
意
工
夫
で
経
営
革
新
を
行

う
な
ど
多
く
の
分
野
で
自
由
に
挑
戦

で
き
る
よ
う
、
制
約
の
少
な
い
市
場

を
整
え
る
。
ま
た
、
中
小
企
業
の
海

外
へ
の
事
業
展
開
を
促
し
、

支
え
る
政
策
を
充
実
す
る
。

四
．
公
正
な
市
場
環
境
を
整
え
る

　

力
の
大
き
い
企
業
と
の
間
で
実
質

的
に
対
等
な
取
引
や
競
争
が
で
き

ず
、
中
小
企
業
の
自
立
性
が
損
な
わ

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
市
場
を
公

正
に
保
つ
努
力
を
不
断
に
払
う
。

五
．
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
整
備
し
、

中
小
企
業
の
安
心
を
確
保
す
る

　

中
小
企
業
は
、
経
済
や
社
会
の
変

化
の
影
響
を
受
け
易
い
の
で
、
金
融

や
共
済
制
度
な
ど
の
面
で
、
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
整
え
る
。
ま
た
、
再

生
の
途
を
よ
り
利
用
し
易
い
も
の
と

し
、
再
挑
戦
を
容
易
に
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
原
則
に
依
り
、
政
策
を

実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

●
中
小
企
業
が
誇
り
を
持
っ
て
自
立

す
る
こ
と
や
、
地
域
へ
の
貢
献
を
始

め
社
会
的
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
を

高
く
評
価
す
る

●
家
族
経
営
の
持
つ
意
義
へ
の
意
識

を
強
め
、
ま
た
、
事
業
承
継
を
円
滑

化
す
る

●
中
小
企
業
の
声
を
聴
き
、
ど
ん
な

問
題
も
中
小
企
業
の
立
場
で
考
え
、

政
策
評
価
に
つ
な
げ
る

●
地
域
経
済
団
体
、
取
引
先
企
業
、

民
間
金
融
機
関
、
教
育
・
研
究
機
関

や
産
業
支
援
人
材
な
ど
の
更
な
る
理

解
と
協
力
を
促
す

●
地
方
自
治
体
と
の
連
携
を
一
層
強

め
る

●
政
府
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

こ
と
と
す
る
。

３
．
行
動
指
針

　

政
府
は
、
以
下
の
柱
に
沿
っ
て
具

体
的
な
取
組
を
進
め
る
。

一
．
中
小
企
業
の
立
場
か
ら
経
営
支

援
を
充
実
・
徹
底
す
る

　

中
小
企
業
の
技
術
力
向
上
の
た

め
、
も
の
づ
く
り
分
野
を
始
め
と
す

る
技
術
開
発
、
教
育
・
研
究
機
関
、

他
企
業
な
ど
と
の
共
同
研
究
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
競
争
力
の
鍵
と
な

る
企
業
集
積
の
維
持
・
発
展
を
図
る
。

ま
た
、
業
種
間
で
の
連
携
・
共
同
化

や
知
的
財
産
の
活
用
を
進
め
、
中
小

企
業
の
事
業
能
力
を
強
め
る
。
経
営

支
援
の
効
果
を
高
め
る
た
め
、
支
援

人
材
を
育
成
・
増
強
し
、
地
域
経
済

団
体
と
の
連
携
に
よ
る
支
援
体
制
を

充
実
す
る
。

二
．
人
材
の
育
成
・
確
保
を
支
援
す

る

　

中
小
企
業
の
要
諦
は
人
材
に
あ

る
。
働
く
人
々
が
積
極
的
に
自
己
研

鑽
に
取
り
組
め
る
よ
う
能
力
開
発
の

機
会
を
確
保
す
る
。
魅
力
あ
る
中
小

企
業
へ
の
就
業
や
起
業
を
促
し
、
人

材
が
大
企
業
信
仰
に
と
ら
わ
れ
な
い

よ
う
、
各
学
校
段
階
を
通
じ
て
健
全

な
勤
労
観
や
職
業
観
を
形
成
す
る
教

育
を
充
実
す
る
。
ま
た
、
女
性
、
高

齢
者
や
障
害
者
を
含
め
働
く
人
々
に

と
っ
て
質
の
高
い
職
場
環
境
を
目
指

す
。

三
．
起
業
・
新
事
業
展
開
の
し
や
す

い
環
境
を
整
え
る

　

資
金
調
達
を
始
め
と
す
る
起
業
・

新
分
野
進
出
時
の
障
壁
を
取
り
除

く
。
ま
た
、
医
療
、
介
護
、
一
次
産

業
関
連
分
野
や
情
報
通
信
技
術
関
連

分
野
な
ど
今
後
の
日
本
を
支
え
る
成

長
分
野
に
お
い
て
、
中
小
企
業
が
積

極
的
な
事
業
を
展
開
で
き
る
よ
う
制

度
改
革
に
取
り
組
む
。
国
際
的
に
開

か
れ
た
先
進
的
な
起
業
環
境
を
目
指

す
。

四
．
海
外
展
開
を
支
援
す
る

　

中
小
企
業
が
海
外
市
場
の
開
拓
に

取
り
組
め
る
よ
う
、
官
民
が
連
携
し

た
取
組
を
強
め
る
。
ま
た
、
支
援
人

材
を
活
用
し
つ
つ
、
海
外
の
市
場
動

向
、
見
本
市
関
連
な
ど
の
情
報
の
提

供
、
販
路
拡
大
活
動
の
支
援
、
知
的

財
産
権
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
な
ど
の
支

援
を
行
う
。
中
小
企
業
の
国
際
人
材

の
育
成
や
外
国
人
材
の
活
用
の
た
め

の
支
援
を
も
進
め
、
中
小
企
業
の
真

の
国
際
化
に
つ
な
げ
る
。

五
．
公
正
な
市
場
環
境
を
整
え
る

　

中
小
企
業
の
正
当
な
利
益
を
守
る

法
令
を
厳
格
に
執
行
し
、
大
企
業
に

よ
る
代
金
の
支
払
遅
延
・
減
額
を
防

止
す
る
と
と
も
に
、
中
小
企
業
に
不

合
理
な
負
担
を
招
く
過
剰
な
品
質
の

要
求
な
ど
の
行
為
を
駆
逐
す
る
。
ま

た
、
国
及
び
地
方
自
治
体
が
中
小
企

業
か
ら
の
調
達
に
配
慮
し
、
受
注
機

会
の
確
保
や
増
大
に
努
め
る
。

六
．
中
小
企
業
向
け
の
金
融
を
円
滑

化
す
る

　

不
況
、
災
害
な
ど
か
ら
中
小
企
業

を
守
り
、
ま
た
、
経
営
革
新
や
技
術

開
発
な
ど
を
促
す
た
め
の
政
策
金
融

や
、
起
業
、
転
業
、
新
事
業
展
開
な

ど
の
た
め
の
資
金
供
給
を
充
実
す

る
。
金
融
供
与
に
当
た
っ
て
は
、
中

小
企
業
の
知
的
資
産
を
始
め
事
業
力

や
経
営
者
の
資
質
を
重
視
し
、
不
動

産
担
保
や
保
証
人
へ
の
依
存
を
減
ら

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
中
小
企
業
の

実
態
に
則
し
た
会
計
制
度
を
整
え
、

経
営
状
況
の
明
確
化
、
経
営
者
自
身

に
よ
る
事
業
の
説
明
能
力
の
向
上
、

資
金
調
達
力
の
強
化
を
促
す
。

七
．
地
域
及
び
社
会
に
貢
献
で
き
る

よ
う
体
制
を
整
備
す
る

　

中
小
企
業
が
、
商
店
街
や
地
域
経

済
団
体
と
連
携
し
て
行
う
も
の
も
含

め
、
高
齢
化
・
過
疎
化
、
環
境
問
題

な
ど
地
域
や
社
会
が
抱
え
る
課
題
を

解
決
し
よ
う
と
す
る
活
動
を
広
く
支

援
す
る
。
祭
り
や
、
ま
ち
お
こ
し
な

ど
地
域
の
つ
な
が
り
を
強
め
る
活
動

へ
の
中
小
企
業
の
参
加
を
支
援
す

る
。
ま
た
、
熟
練
技
能
や
伝
統
技
能

の
継
承
を
後
押
し
す
る
。

八
．
中
小
企
業
へ
の
影
響
を
考
慮
し

政
策
を
総
合
的
に
進
め
、
政
策
評
価

に
中
小
企
業
の
声
を
生
か
す

　

関
係
省
庁
の
連
携
は
、
起
業
・
転

業
・
新
事
業
展
開
へ
の
支
援
策
の
有

効
性
を
高
め
る
。
中
小
企
業
庁
を
始

め
、
関
係
省
庁
が
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
一
体
性
を
強
め
て
、
産
業
、
雇
用
、

社
会
保
障
、
教
育
、
金
融
、
財
政
、

税
制
な
ど
総
合
的
に
中
小
企
業
政
策

を
進
め
る
。
そ
の
際
、
地
域
経
済
団

体
の
協
力
を
得
つ
つ
、
全
国
の
中
小

企
業
の
声
を
広
く
聴
き
、
政
策
効
果

の
検
証
に
反
映
す
る
。

結
び

　

世
界
経
済
は
、
成
長
の
中
心
を
欧

米
か
ら
ア
ジ
ア
な
ど
の
新
興
国
に
移

し
、
ま
た
、
情
報
や
金
融
が
短
時

間
の
う
ち
に
動
く
と
い
う
構
造
的

な
変
化
を
激
し
く
し
て
い
る
。
一
方

で
、
我
が
国
で
は
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
、
こ
れ
か
ら
は
、
一
人
ひ
と
り

が
、
力
を
伸
ば
し
発
揮
す
る
こ
と
が
、

か
つ
て
な
く
重
要
性
を
高
め
、
国
の

死
命
を
制
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た

が
っ
て
、
起
業
、
挑
戦
意
欲
、
創
意

工
夫
の
積
み
重
ね
が
一
層
活
発
と
な

る
よ
う
な
社
会
へ
の
変
革
な
く
し
て

は
、
こ
の
国
の
将
来
は
危
う
い
。
変

革
の
担
い
手
と
し
て
の
中
小
企
業
へ

の
大
い
な
る
期
待
、
そ
し
て
、
中
小

企
業
が
果
敢
に
挑
戦
で
き
る
よ
う
な

経
済
社
会
の
実
現
に
向
け
て
の
決
意

を
政
府
と
し
て
宣
言
す
る
。
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20
■天神ビル11F９号会議室　福岡市中央区天神2-12-１
　　　　　　　　　　　　　0120-323-920
■今回は、経済交流を目的とした例会のため、報告者はいません
■もういっぺん何の仕事か教えて！～BS（ビーエス）作戦～
■今回の支部例会では、会員同士間で経済交流を図り、より深
い関係を築きたいと思います。自主・民主・連帯の中で、特
に連帯の精神を尊重し、「あてにし、あてにされる関係」を
構築していく一助になればという観点から企画しました。

18:30―21:00 博多支部７月例会火

20
■都久志会館401号会議室　福岡市中央区天神４－８－10
　　　　　　　　　　　　　 092-741-3335
■黒木 義彦氏　株式会社黒木建設　代表取締役社長（玄海支部）
■永続繁栄企業作りの為の「経営指針NEO」
　～経営計画書作成15年の中から生まれた気づき～

18:30―21:00 玄海支部７月例会火

20
■ハイネスホテル久留米　福岡県久留米市天神町1-6
　　　　　　　　　　　　0942-32-7211
■田村 信之氏・七條 友明氏・判田 隆典氏（久留米支部）
■『発想の転換で自社商品・サービスを再発見 !!』
■各々の会社（業界）には提供する商品・サービスの性質上、特
化し易いものとしにくいものがあります。そういう状況下で
は如何に工夫し他との差別を図れるかということが、商品・
サービス販売の重要な部分となります。今回はこれらの事を
如何に考え実践しているかを代表パネラーに語ってもらい、
皆さんの会社での参考にして頂きたい。

18:30―21:00 久留米支部７月例会火

21
■ＩＰホテル福岡　福岡市博多区中洲5-2-18　　
　　　　　　　　　092-262-1491
■筑前 りょう太氏　NPO法人九州プロレス　理事長
　（福友支部）
■経営者を元気にするバイ！
■今回は幼い頃に出会ったプロレスに熱い情熱を注ぎ、やがて
その憧れだった夢を見事に実現させた筑前りょう太氏の講演
を通して、元気をもらい、幾度と無く挫折を経験しながらも
常に高いモチベーションを維持してきた筑前氏の手法を聞き
たいと思います。

18:00―20:30 福博支部７月例会水

大牟田支部７月例会24
■㈱坂口建設産業北磯事務所駐車場（集合）
　大牟田市北磯町3-1　0944-41-2370
■おおむた「大蛇山」まつり振替

18:00―20:30土

有明支部７月例会
26
■ブラウンシュガー　柳川市三橋町下百町6-9　
　　　　　　　　　　0944-75-6157
■金川 俊一氏　有限会社ビッグロード　代表取締役（東支部）
■社員教育について
■今回は社員教育について報告していただきます。美容業とい
う、人が人にサービスをする仕事において、社員教育は重要
です、どのように理念を伝え、具体的に仕事に生かしていく
のか、日々の実践について報告をうかがいます。

18:30―21:00月

21
■ウィズザスタイル　福岡市博多区博多駅南1-9-18 　
　　　　　　　　　092‐433-3941

■西藤 興治氏　エスエス産業株式会社　代表取締役社長
 （東支部）
■時代の変化に伴い事業変革！！～成長企業への取組み～
■この大不況の中、様々な経営環境が変化していく中、時代の
変化に伴い会社も変革・改革を必要とされています。そんな
時代の中、事業変革をし続け、戦い続け、そして利益を出し
続けるパワーあるエスエス産業（株）西藤社長に報告いただ
きます。

18:00―21:00 東支部７月例会水

同友会事務局　本部 ℡092-686-1234
北九州地区センター ℡093-551-3111
* ID、PWをお忘れの方は事務局までお問い合わせ下さい。

お申込み、お問い合せは、e.doyu
もしくは、同友会事務局までお願いします

仕様／A4判　65ページ
頒価／1,000円
発行／中小企業家同友会
　　　全国協議会

このプログラムは、同友会の「３
つの目的」や「中小企業におけ
る労使関係の見解」「21世紀型
中小企業づくり」のエッセンス
を抜き出し、それらを企業変革
のために必要な重要要素として
整理分類し、自社の成長発展を
図る物差しとして使えるよう、
まとめ上げたものです。

21世紀型企業づくりへの挑戦
企業変革支援プログラムスッテプ１（入門編）

内容は、経営者の自己診断のみな
らず、経営幹部や社員とともに自
社分析をし、互いに認識の違いを
理解し合う、「全社一丸の経営」に
導く内容となっています。

お求めは同友会事務局まで

DOYU BOOKS

企業連携推進委員会
FAST７月例会

27
■福岡県中小企業振興センター　302会議室
　福岡市博多区吉塚本町9-15
■栗原 智幸氏　福岡県商工部　新産業・技術支援課　係長　
■産業デザインと企業イメージ
■崎田 正司氏　有限会社野菜王国　代表取締役（南支部）
■まちの居酒屋からうまれた“自然薯おまかせとろろ”大反響！

18:30―21:00火

e.doyuアドレス▼
http://e.doyu.jp/fukuoka/
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J u l y

8
■大分県別府市
■時代の変化に伴い事業変革！！～成長企業への取組み～
　転換点、ゆるぎない経営基盤を確立し、歴史を創る同友会
　運動を！
■中小企業家同友会全国協議会　第42回定時総会振替

13:00―7月9日（金）12:00
西支部7月例会
（中同協　全国総会振替）木

9
■NECPCカレッジ　糟屋郡須恵町佐谷355-2
　　　　　　　　　  092-931-0131
■百田 輝子氏　NEC　PC　カレッジ　取締役（かすや支部）

18:30―21:00
かすや支部7月例会
（ブロック会振替）金

10
■福岡県中小企業振興センター３０１B会議室
　福岡市博多区吉塚本町9-15
■経営の基礎知識を学習する１日セミナーです。
　経営指針書は企業の進むべき方向を明確にし、全社一丸の体
制を築き上げます。

9:00―18:00
福岡地区経営指針作成
『あすなろ塾（福岡会場）』土

14
■ホテルクラウンパレス北九州
　北九州市八幡西区東曲里町3-1　093-631-7725
■吉田 豊博氏　吉田設計株式会社　代表取締役（中央支部）
■地域と共に成長する企業を目指す
　～今まで知らなかった同友会の学び方・活かし方、良く解りま
す！～

■地域と共に、同友会理念を実践する。今、あなた様に出来る実
践とは？学びが活かされているか？ではどんな実践方法があ
るのか、吉田氏の知恵と行動力に学ぶ。

18:30―21:00 北九州支部７月例会水

15
■IPホテル福岡　福岡県福岡市博多区中洲5-2-18
　　　　　　　　092-262-1491
■山川 高浩氏　博多引越本舗（福友支部）
■業績向上は社員の力（仮）

18:30―21:00 福友支部７月例会木

15
■筑紫野市生涯学習センター　筑紫野市二日市南１－９－３
　　　　　　　　　　　　　　092-918-3535
■岡島 秀宣氏　日本政策金融公庫　監査役
■金融機関は中小企業の決算をこう見ます
■信頼性が高い決算書の重要性

18:30―21:00 筑紫支部７月例会木

15
■都久志会館　福岡市中央区天神４－８－10
　　　　　　　092-741-3335
■矢下 善生氏　株式会社樽味屋　代表取締役
■物語は8万円から始まった

19:00―21:00 青年支部７月例会木

15
■ニューハートピア　北九州市八幡西区岡田10－ 10　
　　　　　　　　　　093-645-0012
■中村 高明氏 株式会社紀之国屋 代表取締役会長（筑豊支部）
■会社の成長と生き残りを懸けた同友会理念の実践
　～オイルショック、バブル期を生き抜いた企業に学ぶ～
■６月例会の同友会理念と３つの目的に続いて、その実践編と
して自社の経営と同友会活動、経営指針の活用をテーマにお
話ししていただく予定です。

18:30―21:00 ひびき支部７月例会木

15
■ことぶき会館　飯塚市片島1-7-62　0948-225138
■玉置 一貴氏　株式会社玉置　取締役（嘉飯支部）
■後継者にたちはだかる高い壁と将来への展望
　～逆境にも負けない強い会社を目指して～

18:30―21:00 嘉飯支部７月例会木

16
■都久志会館大会議室　福岡市中央区天神４－８－10　
　　　　　　　　　　　　　 092-741-3335
■河原 成美氏　株式会社力の源カンパニー　代表取締役
■変わらないために変わり続ける！
■世界をまたにかけて飛び回る超多忙な河原氏が同友会の為に
　お時間を割いて下さいました。めったに福岡での講演はない
　のでこの機会をお見逃しなく！
　今なお現場の実践者であり、福岡の企業を街を元気にしたい
　熱い思いを語って頂き、閉塞感の時期に真摯に学ぶ事が多く
　あると思います。

18:30―21:00 中央支部７月例会金

16
■アークホテル博多ロイヤル 福岡市中央区天神 3-13-20
■平川 雅樹氏　有限会社アサム　代表取締役（南支部）
■コネなし、カネなし、技術なしからの８年
　～とっとーと通信が私の会社を救ってくれた！～
■ 15年間務めた会社を辞め、今から 8年前、畑違いであるイ
ンターネット業界にて起業。当然失敗の連続だったが、 とあ
る広報活動をきっかけに会社は軌道に乗り始める。お客様か
らの信頼を勝ち得、 売り込まなくても売れるようになった過
程と自らの意識変容。「ニュースレターはお客様との絆を作
ることができる」 と気づかされた経営体験を報告！さらに同
友会の活動で再確認した、 顧客維持の考え方とは？

18:30―21:00 南支部７月例会金

16
■直方商工会議所会議室　直方市殿町7番50号
　0949-22-5500
■有田 栄公氏　有田電器情報システム株式会社　代表取締役社長
　（筑豊支部）
■WEB力、免許皆伝　～モノは売るな、考え方を売れ！～

18:30―21:00 筑豊支部７月例会金

17
■福岡県中小企業振興センター　501会議室
　福岡市博多区吉塚本町9-15
■同友会の歴史と理念、経営指針の重要性など、新会員向けの同
友会活動をわかりやすく説明する導入セミナーです。

13:00―18:30 新会員フォローアップセミナー土

お知り合いの方を誘って、是非ご参加下さい

7月行事案内
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株式会社バリュー・クリエイション

上
うえむら

村 与
よ せ ふ

世扶代表取締役

株式会社バリュー・クリエイションの上村です。
当社は中古車オークション代行という無在庫に
よる中古車販売を行っております。同友会へ入
会したことにより、ご紹介頂いた専門家との個
別相談などによって、中断していた経営革新の
申請が無事行えたことを感謝しております。
同友会で築いた人脈や学んだことを活かし、今
後とも一人前の経営者として成長していけるよ
う頑張ります。

北
きたはら

原 明
あきのり

典後継者

皆さんこんにちは !
今年の１月に同友会中央支部に入会した、きた
はら社労士事務所の北原明典です。
当事務所は東区三苫にありますが、実家は志賀
島です。カブト虫を捕りに山へ、魚釣りに海へと
毎日が冒険のようでした（笑）
社労士になった今も、冒険心、探究心を忘れず、
出会えた方々のプラスになるように同友会を楽
しみたいと思います。よろしくお願いします。

若
わか

菜
な

 正
まさたか

高代表取締役

昨年11 月に南支部に入会しました、然総合管理
株式会社の若菜正高です。分譲マンションの管
理会社を経営しています。経営者として自身に
必要なスキルを身につけたく、学びの場を常に
求めていましたところ、同友会を株式会社ユニ
バーサル通商の金本社長にご紹介いただきまし
た。金本社長には本当に感謝いたしております。
この感動を今後多くの仲間に伝え共有すること
が出来ればと思っております。

北九州支部

北九州市小倉北区上到津3-1-10 2F
電話 093-647-9981
FAX 093-647-9982

福岡市東区三苫5-1-7
　　シティライフ三苫305号
電話 092-607-2406
FAX 092-607-2409

きたはら社労士事務所

中央支部

然総合管理株式会社

福岡市中央区薬院1-6-9 3F
電話 092-712-7772
FAX 092-712-7757

株式会社GRACE CREA

鳴
なる

海
み

 直
なお

美
み

専務取締役

同友会の皆さんは明るく前向きで親切にいろい
ろ教えて下さるので、大変勉強になっておりま
す。女性ならではの視点や心配りを活かして、他
の企業様や社会に広くお役に立てればと考えて
おります。よろしくお願いいたします！

福岡市中央区大名1-9-7-606
電話 092-732-6732
FAX 092-531-3896

福友支部

南支部

ようこそ同友
会
へ

welco
me

welco
me

全国のオートオークション
会場よりお客様のご希望に
合った中古車をお探し致し
ます。

労務管理、人事、社会労働保
険等の手続代行、相談、指
導。

分譲マンションの管理委託
業ならびに管理業務の適正
化の提案･管理費等削減の
提案。

主婦マーケティング・セー
ルスプロモーション・イベ
ント企画・スクール運営

Make Good Company

Become a better manager

Make better business environment

ぜんそうごうかんり

グレイス クリエ
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■開会あいさつ（岩本代表理事）
　突然の首相交代に際して、同友会に対してマ
スコミ取材が 2 件あった。ますます注目度が
高まっていると思う。そういう意味でも理念に
もとづく、きちんとした議論と、内容ある審議
をお願いしたい、とあいさつがありました。

審議事項
（1）入会・退会等審議
　入会１２名、退会３１名、除籍１名。６月理
事会確認会員数 2,086 名の会員数を承認し
ました。また、移籍１２名の報告がありました。

（2）第４８回総会に対する質問、意見への最
終報告
　質問者の氏名をはずし、質問の項目別に区
分し、改善検討事項を加えた文書を承認しま
した。今後、各地区会各支部の役員会等で報
告すると共に、全会員に告知していくことを確
認しました。

（3）理事交代
　県南地区副幹事長について、古賀　豊美氏
から、濱田　満広氏（濱田設備　代表者　大牟
田支部）への交代を承認しました。

（4）ブロック活動費の支出について
　未来展望プロジェクトにおいて、方向を出す
までの間、当面「ブロック活動費補助は、各ブ
ロック月１回を基本とする。尚、他ブロックに
出席した会員も補助対象とする。」ことを確認
しました。

（5）宮崎県「口蹄疫被害」への義援金のよび
かけについて
　福岡同友会全体で、呼びかけることを承認し、
6月末をめどに、支部例会、その他各行事で
会員に義援金協力を、文書も作成して訴えるこ
とを確認しました。

（6）2011年度役員選考委員長の選任
　役員選考規定にもとづき、船山　稔氏が正
副代表理事会より推薦され、役員選考委員長
として承認されました。

協議事項
（1）2010 年度活動推進のための具体化
①推進組織と活動の検討項目、スケジュール
　前回理事会で提起され、協議が行われたこ
とを受けて、改めて、「推進組織が検証も行う」
ことが提起されました。また、検証項目を８月
末までに推進組織で話し合い実行してもらうこ
とと、１０月までの活動の総括を１１月理事会
で行うことも提起されました。
②会員増強の課題検討
　2010 年度運動方針において、運動課題の
最重点として「会員増強」を掲げている。活動
項目として、地区や支部で具体化することと分
けて、正副代表理事会および理事会で具体化

することとして、「他団体との連携」「地場中堅
企業へのとりくみ」「農業法人へのとりくみ」「関
連企業のつどい（業種別会合）」「空白地域へ
の支部づくり」「対外広報対策」の 6 項目を提
起しました。
　正副代表理事会での協議を提起し、理事会
として協議を行いました。次回理事会にてさら
に協議をし、具体化することとしました。

（2）活動の具体化と進捗状況
①各本部の課題検討
●会員増強戦略本部
　全県決起集会の結果報告と増強推進のうご
きづくりが提起されました。
●中小企業憲章推進本部
　国での中小企業憲章制定の動きが報告され
ました。
②室、委員会の課題検討
●政策金融室
　第 72 回景況調査結果報告「やや持ち直し
感はあるものの、未だ先行き不安！」と報告が
ありました。
国への政策要望提言およびその実現事項の報
告がありました。主な実現項目は以下の点です。
○「景気対応緊急保証」を創設し、対象業種
を原則全業種に拡充
○特殊支配同族会社役員給与の損金不算入措
置を廃止
○中小企業憲章の制定は実現へ
●役員研修大学
　第14 期役員研修大学（8月21日～22日）
の実施および参加呼びかけが行われました。
●広報情報室
　7月号より、月刊同友の紙面を、読まれる情
報誌づくりをめざして刷新することが報告され
ました。
●地球環境問題委員会
　エコテクノ（10月13日～15日・西日本展
示場）出展案内が行われました。

（3）未来展望プロジェクト第 3 回会議報告お
よび討議
　各チームリーダーより、第 3 回の会議報告
が行われ、協議しました。出された意見は各
チームで検討することとしました。

（4）中同協関係
①第４回九州沖縄ブロック支部長・支部活動
研修交流会のまとめと今後のブロック活動
　全体で128 名、福岡同友会 58 名の出席だ
ったと報告がありました。
　今後のブロック活動として、各県の経営者フ
ォーラム（経営研究集会）の内容を九州沖縄全
体で見られるようにＨＰをつくること、2011
年九州新幹線全面開通を期して、来年の支部
長交流会の中で、新幹線開通をテーマにした
学習討議の場を作ることを検討したいと報告
されました。
②中同協：第１５回障害者問題全国交流会およ

び第 42回定時総会への参加
　6月18日～19日、障全交（沖縄）に現在
12 名の参加、7月8日～ 9日定時総会（大分）
に現在 54 名の参加となっており、さらに参加
を呼びかけてほしいと要請がありました。

報告事項
（1）第 48 回定期総会経費報告
　資料に基づいて報告がありました。

（2）会員企業のうごき
　2010 年 5月の経営革新認定企業報告があ
りました。㈱シーマネージ（南　史聡氏）と㈱
デリス（井土　朋厚氏）の 2 社の会員企業が
認定を受け、236 社となりました。（県では
2657 社）

（3）対外活動
①前回理事会以降の対外的な活動の報告があ
りました。
②対外的に要請があった委員等の就任につい
て、以下の通り報告を行いました。
●福岡県中小企業振興センター評議委員
　＜堺　光則氏＞（継続）
●ＮＰＯとボランティアと企業、行政との実践
会議委員＜中村　高明氏＞（新規：推進委員会
より継続）
●福岡男女共同参画センター『あすばる』より、
『あすばる男女共同参画フォーラム 2010』実
行委員＜明石　智津子氏＞（新規）
③他団体への後援依頼（第 22 回経営者フォ
ーラム）（確定および予定を含む）が報告され
ました。
　「九州経済産業局」「福岡県」「福岡市」「㈶
福岡県中小企業振興センター」「福岡県中小企
業団体中央会」「福岡県商工会連合会」「㈳中
小企業診断協会　福岡県支部」「日本経済新聞
社西部支社」「西日本新聞社」

（4）行政機関・他団体より案内、広報依頼に
ついて以下の項目、内容を報告がありました。
●福岡県雇用対策協議会：高校教員と地元企
業の交流会ご案内
●福岡県環境部：「エコアクション 21導入セミ
ナー」への呼びかけ依頼
●福岡県新社会推進部：「第 9 回福岡県男女
共同参画表彰」候補企業の募集
●環境省地球環境局：「平成 22 年度オフセッ
ト・クレジット全国説明会－新たな温暖効果ガ
ス排出削減プロジェクト等の開拓と支援事業
（補助金）の公募」
●シルバー人材センター：「シニアワークプログ
ラム事業」「シニア就業支援プログラム事業」

閉会あいさつ（福田代表理事）
　活発な討議が行われ、貴重なご意見を頂き
ましたとのお礼のことばで、閉会しました。

2010年度　第2回理事会報告
■日時：２０１０年6月9日（水）14：00～16：15　　■会場：福岡県中小企業振興センター501
■出席：49名（欠席委任30）出席率62.0％　　　　　■議長：阿比留副代表理事
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検 索
h t t p : / /www . f ukuoka . do yu . j p /

福岡同友会

環境を守るため再生紙を使用しています。

作業所支援イベント

ご協賛・ご協力のお礼とご報告
この度は「福岡フレンドシップフェスティバル2010」盛大に開催され無事成功裡に終了するこ
とが出来ました。皆様方のイベント開催へのご支援・ご協力にあらためて感謝申し上げ、お礼と
ご報告とさせていただきます。

フレンドシップフェスティバル実行委員会（青年支部）
実行委員長・第30代青年支部長 山川　輝樹

青年支部一同

福岡フレンドシップフェスティバル2010

青年支部 佐田 将暢
Sada Masanobu

洗練せれたキャストと高級感あふれる店内でくつろぎのひと時をお過ごし下さい。
ご来店の際、お電話頂けますと同友会会員価格にてご利用できます。

Flower  g i f t


